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1. 当四半期決算に関する定性的情報 

(1) 経営成績に関する説明 

当第１四半期におけるわが国の経済は、政府や日本銀行の経済・金融政策を背景に緩やかな回復基

調にあるものの、ユーロ圏や中国の経済動向に対する懸念から、先行きが不透明な状況で推移しまし

た。 

このような中、当社グループの業績につきましては、医用検査機器と音響・振動計測器が減収とな

ったものの、補聴器と微粒子計測器の販売が好調に推移したことから、全体では前年同期と比べて増

収となりました。また、営業利益・経常利益・親会社株主に帰属する四半期純利益につきましては、

売上高の増加により、いずれも増益となっております。 

当第１四半期累計期間の業績を前年同期と比較しますと、次のとおりとなります。 

（金額単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日 
至 平成26年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
至 平成27年６月30日) 

増減 
増減率 
(％) 

売上高 4,103 4,323 219 5.4

営業利益 321 345 23 7.4

経常利益 329 376 46 14.2

親会社株主に帰属 
する四半期純利益 

188 241 52 28.0

 

セグメントごとの業績は次のとおりであります。 

 

(医療機器事業) 

補聴器では、消費増税後の個人消費の落ち込みにより減収となった前年同期と比べて、消費マイン

ドが改善傾向にあるほか、主軸となる「リオネットマジェスシリーズ」及び「リオネットプレシアシ

リーズ」の販売に注力したことで、消費増税前の売上高水準を上回るまでに回復しました。医用検査

機器では、総合・大学病院への聴力検査室や電子カルテ関連の販売が前年並みに推移したものの、診

断用オージオメータ等の高額製品の販売が伸び悩みました。 

これらの結果、補聴器の好調な売上が事業全体を牽引し、医療機器事業は前年同期と比べて増収増

益となりました。 

 

(環境機器事業) 

音響・振動計測器では、産業計測市場において、国内の自動車関連産業における設備投資案件が少

なかったほか、海外での販売が低調に推移しました。微粒子計測器では、電子デバイス関連市場にお

いて、台湾や韓国を中心とした海外ファウンドリ企業の微細化に伴う設備投資が活発であったことに

より、特に液中微粒子計の販売が好調に推移しました。 

これらの結果、微粒子計測器の売上が好調であったことから、前年同期と比べて環境機器事業全体

では増収となりましたが、音響・振動計測器の新製品開発に伴う費用等の増加が影響し、減益となり

ました。 
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当第１四半期累計期間のセグメントごとの業績を前年同期と比較しますと、次のとおりとなります。 

（単位：百万円） 

セグメントの名称 

売上高 営業費用 
営業利益又は 
営業損失(△) 

27年３月期 
第１四半期 

28年３月期
第１四半期

増減 
27年３月期
第１四半期

28年３月期
第１四半期

増減 
27年３月期 
第１四半期 

28年３月期
第１四半期

増減 

医療機器事業 2,590 2,731 141 2,353 2,369 16 236 361 125

環境機器事業 1,513 1,592 78 1,428 1,608 180 85 △16 △101

計 4,103 4,323 219 3,782 3,978 196 321 345 23

 

(2) 連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

上期及び通期の連結業績予想につきましては、平成27年４月28日に公表した数値を変更しておりま

せん。 

医療機器事業では、補聴器において、当社独自技術を反映した製品ラインナップの更なる充実を図

るとともに、当社販売網への販売支援活動の強化に注力してまいります。医用検査機器においては、

耳鼻咽喉科市場での買替需要を含む設備投資が引き続き継続するものと予想しており、下期に向けて

徐々に高額製品の販売が回復すると見込んでおります。また、産科・周産期市場では新生児聴覚スク

リーニング装置の拡販に努めるほか、中国を中心とした海外での市場拡大に取り組んでまいります。 

環境機器事業では、音響・振動計測器において、６月以降は徐々に市場の景況感が回復してきてお

り、前期に発売した多機能計測システム「ＳＡ－Ａ１」を中心に、騒音計及び振動計の拡販に注力し

てまいります。また、引き続き中国、欧州への展開も推進してまいります。微粒子計測器においては、

電子デバイス関連市場では、海外ファウンドリ企業を対象に液中微粒子計の拡販に、また、医薬関連

市場では、再生医療分野での気中微粒子計システムの拡販に努めてまいります。 

 

2. サマリー情報(注記事項)に関する事項 

(1) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(会計方針の変更) 

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日）、「連結財務諸表に関

する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日）及び「事業分離等に関する会計基準」

（企業会計基準第７号 平成25年９月13日）等を、当第１四半期連結会計期間から適用し、四半期純

利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表

示の変更を反映させるため、前第１四半期連結累計期間及び前連結会計年度については、四半期連結

財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。 
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(3) 四半期連結財務諸表に関する注記事項 

(継続企業の前提に関する注記) 

該当事項はありません。 

 

(株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記) 

該当事項はありません。 

 

(セグメント情報) 

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

  前第１四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年６月30日) 

（単位：千円） 

 
 
 

報告セグメント 
調整額 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 医療機器事業 環境機器事業 計 

売上高  

(1) 外部顧客への売上高 2,590,166 1,513,424 4,103,590 ― 4,103,590

(2) セグメント間の内部 
売上高又は振替高 

― ― ― ― ―

計 2,590,166 1,513,424 4,103,590 ― 4,103,590

セグメント利益 236,279 85,104 321,384 ― 321,384

(注) セグメント利益の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。 

 

  当第１四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年６月30日) 

（単位：千円） 

 
 
 

報告セグメント 
調整額 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 医療機器事業 環境機器事業 計 

売上高  

(1) 外部顧客への売上高 2,731,485 1,592,081 4,323,567 ― 4,323,567

(2) セグメント間の内部 
売上高又は振替高 

― ― ― ― ―

計 2,731,485 1,592,081 4,323,567 ― 4,323,567

セグメント利益 
又は損失(△) 

361,562 △16,540 345,021 ― 345,021

(注) セグメント利益又は損失(△)の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致してお

ります。 
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